
１　青少年健全育成事業　　１１,６２２千円

２　子どもの居場所づくり事業　　７,８７８千円

３　青少年センター事業　　１４,７９８千円

　帯広市青少年育成者連絡協議会、家庭、地域、学校との連携により、青少年健全育成活動に取り組んでい
ます。

　放課後等に子どもたちが安心して過ごせる場や社会性を養う機会を提供しています。

　巡回指導や相談業務、出前講座の実施などにより、青少年の非行の未然防止に取り組んでいます。

令和元年度 青少年健全育成の取り組みについて

① 帯広市青少年育成者連絡協議会への支援

帯広市青少年育成者連絡協議会は、昭和３６年に発足し、５０年以上にわたり帯広市と協働で青少年の健全育成に
取り組んでいます。

② 子ども１１０番の家の設置 等

子どもたちの登下校時などに身に迫った危険や犯罪に巻き込まれそうになった場合に、事業所や住宅に逃げ込める
ようにのぼりを立て、被害の未然防止に取り組んでいます。

① 放課後子ども広場の実施

地域の大人、ＮＰＯ法人等がボランティアとして小学校の特別教室等を活用し、児童保育センターを連携して児童へ
の多様な体験活動を提供します。

② ボランティア養成講座の実施 等

居場所づくり事業に参加するボランティアの技能や意欲の向上及び新規人材の確保のために、居場所づくり事業の
ボランティアや事業に関心のある方を対象として年１回開催します。

① 巡回指導の実施

青少年センター指導員が指導協力員と協力しながら市内の遊技施設等の巡回を実施します。巡回指導は、中心市
街地及び郊外の巡回を合わせて年５００回程度の実施になります。

② 困難を抱える子ども・若者への支援 等

社会生活を円滑に営むことに困難を抱えた子ども・若者支援に関するネットワークの強化や、おびひろ地域若者サ
ポートステーションと協力した若年無業者への就労支援に取り組みます。

青連協総会（H31.4.13） 青連協イベント（わくわくこどもまつり）
（R1.5.3）

子ども１１０番の家

放課後子ども広場（若葉小） 放課後子ども広場（緑丘小） ボランティア養成講座（R1.9.3）



４　体験活動機会提供事業　　１，６１７千円

５　青少年活動支援事業　　２３１千円
　子ども会や青少年団体の支援を通して青少年活動を促進しています。

　青少年の社会性を育むため、体験機会等を提供しています。

① 中学生からのメッセージ事業の実施

市内中学校から１名を選出し、中学生が自らの日常生活の中で体験し、考えていることを発表します。一番優秀な成
績を修めた生徒は、翌年の「少年の主張」十勝地区大会に出場します。

② 成人の集いの実施

新成人を祝い、再会の場を提供します。

③ おびひろキッズタウンの開催 等

キャリア教育の一環として、子どもたちが職業体験や社会体験にチャレンジし、楽しみながら社会のしくみを考える機
会を提供します。

① ジュニアリーダーの養成

宿泊研修等を通して他の子ども会のメンバーと交流しながら子ども会活動の目的や意義など学び、ジュニアリーダー
としての資質を高めます。

② 青少年団体活動への支援 等

若者の社会参画のきっかけづくりとして、農業青年団体の実施する食育イベントや収穫祭を支援しています。

ネット非行対策講演会
（R1.11.20）

夜間巡回 サポートステーション

中学生からのメッセージ（R1.11.9） 成人の集い（R2.1.12予定） キッズタウン（R1.11.16）

秋季リーダー研修会Bコース
（R1.10.26～27）

「あすかの会」リーダーキャンプ
（R1.7.26～28）

農青協収穫祭（R1.11.9）


